
大

陸
（
北

支
）
　 

河
南
作
戦
　
洛
陽
攻
略

歩
兵
第
百
十
連
隊
第
三
大
隊
　 

岡
山
県
　
今
吉
里
治
　 

我
が
歩
兵
第
百
十
連
隊
史
上
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
記
録
す

る
こ
と
に
な
っ
た
「
河
南
作
戦
」
の
総
攻
撃
は
、
昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年
四
月
十
九
日
午
前
六
時
四
十
分
と
決
ま
っ
た
。

四
月
十
九
日
、
夜
は
静
か
に
白
み
は
じ
め
る
。
我
が
将
兵
は
皆

無
言
の
ま
ま
鉄
兜
を
か
ぶ
り
紐
を
し
め
、
装
備
の
点
検
を
は
じ

め
る
。

午
前
六
時
、
総
攻
撃
ま
で
あ
と
四
十
分
は
あ
る
。
コ
チ
コ
チ

と
時
を
刻
む
腕
時
計
の
音
が
い
や
に
大
き
く
聞
こ
え
る
。
皆
緊

張
し
神
経
が
鋭
く
と
が
る
。
そ
れ
は
運
命
を
刻
む
音
に
も
聞
こ

え
た
。
お
互
い
に
見
苦
し
い
死
に
方
だ
け
は
し
た
く
な
い
。
い

つ
も
冗
談
を
言
う
戦
友
達
も
こ
の
日
だ
け
は
神
妙
で
あ
る
。
つ

い
に
来
る
時
が
来
た
。
前
線
に
向
か
う
将
兵
の
覚
悟
は
感
無
量

で
あ
る
。
た
だ
、
た
だ
無
言
…
…
。
覚
悟
を
決
め
た
戦
友
達
は

無
表
情
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
四
月
十
九
日
午
前
六
時
四
十
分
、
覇
王
城
の
台

上
に
大
小
合
わ
せ
て
二
百
門
の
砲
列
が
敷
か
れ
た
。
野
戦
重
砲

兵
第
六
連
隊
（
村
上
支
隊
）
十
五
榴
の
砲
撃
で
開
戦
の
火
蓋
は

切
っ
て
落
さ
れ
た
。
続
い
て
佐
賀
軍
砲
兵
、
師
団
野
砲
、
連
隊

砲
、
大
隊
砲
、
迫
撃
砲
な
ど
大
小
合
わ
せ
て
二
百
門
の
砲
が
一

斉
に
火
を
吹
い
た
。「
ダ
ー
！
　
ダ
ー
！
　
ダ
ー
！
」
ま
る
で

地
震
の
様
相
だ
。
耳
を
つ
ん
ざ
く
砲
弾
の
炸
裂
音
、
砂
塵
が
も

う
も
う
と
し
て
何
も
見
え
な
い
、
何
も
聞
こ
え
な
い
。
た
だ
地



鳴
り
だ
け
、
凄
惨
は
そ
の
極
に
達
し
、
黄
土
高
原
の
山
容
は
変

形
し
た
。
地
球
の
最
期
を
思
わ
せ
る
砲
撃
は
二
十
分
間
続
い

て
、
七
時
で
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
た
。

そ
れ
を
合
図
に
重
機
の
支
援
と
発
煙
弾
に
膚
接
し
て
、
歩
兵

第
百
十
連
隊
第
三
大
隊
（
天
野
大
隊
）

、
第
九
中
隊（
中
野

隊
）

、
第
十
二
中
隊（
三
田
池
隊
）
を
先
頭
に
、
師
団
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
「
ハ
ト
」
の
陣
地
に
突
っ
込
ん
だ
。
軍
刀
を
振
り

か
ざ
す
中
隊
長
は
十
文
字
の
白
だ
す
き
、
小
隊
長
は
右
肩
か
ら

一
本
、
分
隊
長
は
左
腕
に
白
の
腕
章
を
つ
け
、
決
死
の
勇
で

突
っ
込
ん
だ
。

第
九
中
隊
は
前
夜
陰
に
乗
じ
て
敵
の
鉄
条
網
の
線
ま
で
潜
入

し
て
い
た
。
中
隊
長
は
軍
刀
で
鉄
条
網
を
切
り
、
縄
ば
し
ご
を

使
っ
て
断
崖
絶
壁
を
よ
じ
登
る
。
壕
の
敵
を
追
っ
て
台
上
に
上

が
り
、
歩
み
板
を
渡
し
て
地
隙
を
越
え
る
。
台
上
は
起
伏
に
富

ん
で
い
る
が
案
外
広
く
、
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
を
飛
ぶ
よ
う
な
所
も

あ
る
。
一
つ
間
違
え
ば
、
百
メ
ー
ト
ル
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
谷

へ
落
ち
る
。
敵
も
必
死
の
応
戦
を
繰
り
返
す
。
各
所
で
白
兵
戦

が
展
開
さ
れ
混
戦
状
態
と
な
る
。

攻
撃
開
始
以
来
す
で
に
一
時
間
、
勝
負
は
つ
い
た
が
友
軍
の

犠
牲
者
も
多
く
、「
ハ
ト
」
の
敵
陣
地
の
手
前
の
谷
で
彼
我
の

砲
弾
と
敵
の
地
雷
に
か
か
り
木
っ
端
み
じ
ん
に
砕
け
た
鉄
帽
、

雑
の
う
、
水
筒
等
が
む
な
し
く
転
が
り
、
肉
の
破
片
が
散
り
、

影
形
の
な
い
無
残
な
戦
友
の
姿
を
見
て
通
っ
た
。
無
我
夢
中
で

敵
の
「
ハ
ト
」
の
陣
地
を
、
そ
の
日
の
十
一
時
十
分
に
制
圧
し

た
。二

十
七
陣
地
に
は
林
芳
太
郎
第
百
十
師
団
長
、
そ
の
前
に
黒

須
源
之
助
第
百
十
連
隊
長
、
右
翼
支
隊
に
第
六
十
三
連
隊
長

（
上
坂
大
佐
）

、
左
翼
支
隊
に
百
三
十
九
連
隊
長（
下
枝
大
佐
）

が
じ
っ
と
戦
況
を
見
守
る
。
さ
ら
に
後
方
桃
花
峪
に
は
、
第
十

二
軍
司
令
官
内
山
中
将
、
左
翼
に
は
第
六
十
二
師
団
長
（
本
郷

中
将
）
、
中
牟
を
攻
略
し
た
第
三
十
七
師
団
が
■
州
を
攻
略
し
、

京
漢
線
に
沿
っ
て
南
下
、
新
■
か
ら
許
昌
方
面
を
う
か
が
っ
て

い
た
。

第
百
十
連
隊
は
第
三
大
隊
が
右
翼
隊
と
な
り
「
ハ
ト
」
の
陣

地
を
突
破
し
、
第
一
大
隊
（
潮
隊
）
が
右
翼
隊
と
な
り
「
モ

リ
」
の
陣
地
を
攻
撃
し
た
。
第
二
大
隊
（
築
村
隊
）
は
後
備
部

隊
と
な
っ
た
。
第
二
大
隊
の
将
兵
達
も
ま
る
で
パ
ノ
ラ
マ
の
よ



う
展
開
さ
れ
て
い
る
戦
闘
を
台
上
か
ら
見
守
っ
て
い
た
。

十
一
時
十
分
、
第
百
十
連
隊
は
「
ハ
ト
」
の
陣
地
の
制
圧
を

見
た
。
林
芳
太
郎
師
団
長
は
、
第
百
三
十
九
連
隊
（
下
枝
大

佐
）
に
、
密
県
攻
略
の
挺
進
隊
を
命
じ
た
。
第
百
六
十
三
連
隊

は
摩
旗
頂
重
砲
陣
地
、
漢
王
台
地
の
頑
強
な
敵
に
苦
戦
し
て
い

た
が
、
夜
間
攻
撃
で
二
十
日
午
前
三
時
、
こ
れ
を
制
圧
し
た
。

■
介
石
は
覇
王
城
の
陣
地
は
陥
落
す
る
も
の
と
思
い
、
第
一

戦
区
第
三
十
一
集
団
軍
の
第
十
三
隷
下
の
百
十
師
団
一
個
師
で

防
衛
し
て
い
た
が
、
最
小
の
犠
牲
で
早
く
逃
げ
た
。
第
二
線

は
、
密
県
―
登
封
の
線
の
陣
を
構
え
て
決
戦
を
企
図
し
て
い

た
。
洛
陽
東
の
守
り
は
氾
水
鞏
県
の
線
で
備
え
て
い
た
。

第
百
十
連
隊
は
破
竹
の
勢
い
で
枯
川
を
渡
り
、
広
武
県
河
陰

城
の
西
を
通
り
、
二
十
日
、
栄
陽
に
向
か
っ
て
前
進
し
た
。
二

十
一
日
未
明
、
第
九
中
隊
は
栄
城
を
攻
撃
し
た
が
友
軍
の
砲
兵

隊
に
敵
と
間
違
え
ら
れ
攻
撃
を
受
け
た
の
で
、
い
っ
た
ん
下
り

各
中
隊
の
出
揃
う
の
を
待
っ
た
。
そ
こ
で
後
尾
に
い
た
第
二
大

隊
が
前
衛
部
隊
と
な
り
、
逃
げ
る
敵
を
追
撃
し
、
蘇
砦
、
曹
季

砦
を
陥
り
、
栄
陽
に
迫
り
、
第
二
大
隊
が
中
央
と
な
り
、
第
一

大
隊
が
左
第
一
線
、
第
三
大
隊
が
右
第
一
線
に
展
開
し
ジ
リ
ジ

リ
攻
め
あ
げ
、
第
二
の
拠
点
で
あ
る
栄
陽
を
十
五
時
に
占
領
し

た
。四

月
二
十
一
日
、
師
団
情
報
に
よ
れ
ば
、
密
県
北
方
の
山
地

一
帯
に
有
力
な
る
重
慶
軍
が
既
設
陣
地
に
拠
り
、
ま
た
、
有
力

な
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
塔
山
、
崔
■
、
石
磐
溝
付
近
の
陣
地
に
進

出
し
て
お
り
、
そ
の
兵
力
は
少
な
く
と
も
一
個
師
団
と
推
定
さ

れ
、
師
団
命
令
に
よ
り
第
百
十
連
隊
は
崔
■
、
第
百
三
十
九
連

隊
は
石
磐
溝
、
第
百
六
十
三
連
隊
は
塔
山
に
攻
撃
が
命
ぜ
ら
れ

た
。
栄
陽
―
密
県
街
道
に
は
敵
の
死
体
が
数
多
く
横
た
わ
っ
て

い
た
。
挺
進
隊
攻
撃
の
壮
絶
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
頃
、

携
帯
口
糧
の
う
ち
甲
（
米
）
二
日
分
は
既
に
食
べ
つ
く
し
て
、

乙
（
乾
パ
ン
）
二
日
分
だ
け
と
な
っ
た
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も

山
ま
た
山
で
、
伏
牛
山
脈
は
深
く
い
つ
果
て
る
と
も
知
れ
ず
。

歩
兵
の
快
進
撃
に
は
行
李
は
つ
い
て
来
ら
れ
ず
心
細
い
限
り

だ
っ
た
。
乾
パ
ン
を
お
粥
に
し
飢
餓
を
し
の
い
だ
。

四
月
二
十
二
日
、
崔
■
（
道
祖
神
）
で
は
思
わ
ぬ
敵
の
猛
反

撃
に
遭
い
、
我
が
第
三
大
隊
本
部
は
■
の
上
で
孤
立
し
危
機
に



ひ
ん
し
た
。
各
中
隊
は
前
進
し
、
バ
ラ
バ
ラ
で
連
絡
が
と
れ
な

い
。
麦
の
穂
で
頭
を
偽
装
し
た
敵
が
、
匍
匐
前
進
で
大
隊
本
部

の
い
る
娘
々
■
ま
で
二
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
迫
っ
て
来
た
。
我

が
装
備
は
大
隊
砲
一
門
、
重
機
関
銃
一
丁
、
軽
機
二
、
擲
弾
筒

一
筒
、
そ
れ
に
歩
兵
、
大
隊
長
以
下
指
揮
班
三
十
余
人
、
心
細

い
限
り
で
あ
る
。
私
も
三
八
式
歩
兵
銃
で
三
、
四
十
発
は
撃
っ

た
。
娘
々
■
の
塀
を
楯
に
撃
ち
ま
く
っ
た
。
敵
は
二
百
メ
ー
ト

ル
と
近
づ
け
な
か
っ
た
。

前
線
の
中
隊
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
南
方
へ
の
転
戦

で
数
少
な
い
友
軍
の
飛
行
機
が
救
援
に
駆
け
つ
け
て
、
急
降
下

爆
撃
と
機
銃
掃
射
で
、
敵
は
第
三
陣
嵩
山
、
中
岳
■
方
面
に
向

か
っ
て
退
却
し
た
。
第
三
大
隊
は
密
県
北
方
の
五
八
二
高
地
を

攻
略
し
た
。
こ
の
陣
地
は
■
介
石
が
自
ら
構
築
し
た
自
慢
の
陣

地
で
堅
固
だ
っ
た
。
栄
陽
、
密
県
、
登
封
、
臨
汝
、
鞏
県
は
洛

陽
の
守
り
の
要
で
、
戦
略
的
要
衝
だ
っ
た
。

四
月
二
十
三
日
、
五
八
二
高
地
を
攻
め
た
第
三
大
隊
（
天
野

隊
）
は
牛
店
目
指
し
て
進
撃
し
崔
■
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ

た
。
飛
行
機
は
ハ
イ
ラ
ル
に
い
た
第
五
航
空
軍
二
個
中
隊
の
二

十
四
機
だ
っ
た
。
第
一
大
隊
、
第
二
大
隊
は
密
県
を
う
か
が
っ

て
い
た
が
、
密
県
に
は
、
二
十
三
日
十
三
時
十
分
、
第
三
十
七

師
団
歩
兵
第
二
百
二
十
五
連
隊
の
密
県
挺
進
隊
が
入
城
し
て
い

た
。
第
百
十
師
団
密
県
挺
進
隊
は
、
第
百
三
十
九
連
隊
が
当
た

り
、
二
十
二
日
、
石
磐
溝
を
攻
略
し
、
二
十
三
日
に
五
八
二
高

地
占
領
後
、
二
十
四
日
に
は
密
県
に
突
入
し
、
歩
兵
第
二
百
二

十
五
連
隊
と
警
備
を
交
代
し
た
。
歩
兵
第
百
三
十
九
連
隊
は
密

県
で
は
か
な
り
の
戦
果
を
あ
げ
た
よ
う
だ
っ
た
。

歩
兵
第
百
十
連
隊
第
三
中
隊
が
五
八
二
高
地
か
ら
牛
店
へ
と

進
撃
し
て
い
る
間
に
、
第
一
大
隊
と
第
二
大
隊
は
密
県
の
敵
を

敗
走
さ
せ
、
こ
こ
で
弾
薬
、
糧
秣
の
補
給
を
受
け
、
第
一
大
隊

は
馬
明
寺
、
第
二
大
隊
は
告
成
へ
と
直
行
し
た
。
第
三
大
隊

は
、
嵩
山
中
岳
■
の
要
衝
牛
店
に
は
四
月
二
十
九
日
に
到
着
し

た
。
牛
店
の
部
落
は
大
き
な
平
地
に
あ
っ
て
、
一
個
大
隊
が
夜

営
し
て
も
空
家
が
多
く
残
る
ほ
ど
で
、
町
並
み
も
よ
く
、
油
の

穿
油
工
場
も
あ
り
、
三
年
続
き
の
河
南
の
干
ば
つ
に
遭
っ
て
も

余
力
が
あ
る
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
た
。

大
隊
本
部
は
街
の
中
央
に
位
置
し
た
。
そ
の
翌
日
四
月
三
十

日
、
直
撃
砲
を
持
っ
た
か
な
り
有
力
な
敵
が
攻
撃
を
し
か
け
て



き
た
が
大
し
た
こ
と
も
な
く
平
静
に
戻
り
、
牛
店
部
落
で
糧
秣

の
補
給
を
受
け
被
服
も
補
修
し
た
。
牛
店
は
有
名
な
漢
王
■
の

あ
る
所
で
、
第
二
大
隊
が
占
領
し
た
告
成
は
有
名
な
天
文
台
の

あ
る
所
で
あ
る
。

我
が
第
三
大
隊
（
天
野
部
隊
）
は
五
月
一
日
、
第
百
十
連
隊

の
指
揮
を
離
れ
て
、
野
戦
重
砲
兵
第
六
連
隊
（
村
上
支
隊
）
の

配
属
と
な
り
、
そ
の
援
護
を
命
じ
ら
れ
嵩
山
中
岳
■
の
攻
撃
に

向
か
っ
た
。
覇
王
城
の
「
ハ
ト
」
の
陣
地
を
突
破
の
と
き
「
ド

カ
ン
ド
カ
ン
」
と
巨
弾
を
撃
ち
込
み
河
南
の
空
を
震
わ
せ
た
連

隊
で
あ
る
。「
あ
れ
を
見
い
、
大
き
な
砲
じ
ゃ
の
う
、
砲
弾
も

わ
し
ら
一
人
で
は
持
て
ん
ぞ
」

。
第
三
大
隊
の
将
兵
達
は
野
戦

重
砲
の
大
き
い
の
に
今
更
な
が
ら
驚
い
た
。
と
に
か
く
一
門
の

砲
を
六
頭
立
て
の
馬
が
引
い
て
進
む
の
だ
か
ら
、
山
の
中
を
進

む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
砲
兵
は
重
い
砲
弾
を
一
つ
ず
つ
担
い

で
運
ん
で
い
た
。
約
八
十
七
セ
ン
チ
の
長
い
弾
に
火
薬
を
九

リ
ッ
ト
ル
詰
め
て
「
ド
カ
ン
ド
カ
ン
」
撃
つ
瞬
発
で
あ
る
。

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
　
ス
ル
ス
ル
　
ズ
ド
ン
！
」
と
炸
裂
す
る
。

そ
の
破
片
で
大
木
も
折
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
大
隊
本
部
の
前

で
炸
裂
す
る
の
で
あ
る
。

五
月
三
日
、
中
岳
■
東
方
十
キ
ロ
の
盧
店
に
入
っ
た
。
こ
こ

で
待
ち
受
け
て
い
た
敵
の
迫
撃
砲
も
機
関
銃
の
十
字
砲
火
を
浴

び
苦
戦
し
た
。
天
野
大
隊
は
野
重
第
六
連
隊
の
援
護
を
兼
ね
、

中
岳
■
の
山
林
の
中
を
進
ん
だ
。
林
の
中
で
敵
味
方
の
区
別
が

よ
く
分
か
ら
な
い
野
重
の
観
測
が
悪
く
、
第
三
大
隊
の
前
で
炸

裂
す
る
。「
ヒ
ュ
ル
ー
ヒ
ュ
ル
ー
　
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
　
ズ
ド
ン
」

と
大
木
が
バ
リ
バ
リ
折
れ
る
壮
絶
さ
で
あ
る
。

隊
長
も
や
や
び
っ
く
り
し
た
の
か
、
着
剣
し
て
い
る
私
の
三

八
式
歩
兵
銃
を
「
貸
せ
！
」
と
言
わ
れ
る
。
銃
剣
を
大
地
に

ド
ッ
と
突
い
て
、
落
ち
着
い
た
よ
う
だ
。
湯
恩
伯
主
力
第
十
三

軍
と
第
二
十
九
軍
は
登
封
を
中
心
に
、
南
は
大
雄
山
、
北
は
嵩

山
三
十
六
峯
に
か
け
て
防
備
を
固
め
て
い
た
。
中
岳
■
は
道
教

の
メ
ッ
カ
、
少
林
寺
は
禅
宗
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
か
な
り
の
兵

が
駐
屯
し
て
い
て
■
の
壁
に
銃
眼
を
作
り
頑
強
に
抵
抗
し
た
。

我
が
大
隊
の
第
十
一
中
隊
と
第
十
中
隊
が
銃
眼
攻
撃
を
行
っ

た
。
連
隊
主
力
が
登
封
を
攻
撃
す
る
前
に
、
是
が
非
で
も
中
岳

■
の
敵
を
攻
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
大
隊
（
天
野
隊
）
本
部
と
第
九
中
隊
は
中
岳
■
東
部
の

山
を
占
領
し
た
。
あ
わ
て
た
敵
は
迫
撃
砲
を
「
つ
る
べ
撃
ち
」



に
し
て
き
た
。
弾
着
の
修
正
も
よ
く
、
我
々
が
い
る
山
頂
の
直

ぐ
前
で
炸
裂
す
る
。
我
々
は
岩
陰
に
身
を
伏
せ
た
ま
ま
身
動
き

も
出
来
な
い
。「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
　
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
　
ブ
ル
ン

ブ
ル
ン
」
と
頭
上
で
音
が
止
ま
っ
た
。
落
下
と
同
時
に
炸
裂
す

る
。
も
う
生
き
た
気
持
ち
は
な
い
、
た
だ
祈
る
だ
け
で
あ
る
。

運
を
天
に
委
ね
、
運
天
と
度
胸
を
き
め
た
。
し
か
し
山
の
斜
面

に
い
る
た
め
だ
ろ
う
か
、
犠
牲
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。
野

重
に
敵
の
迫
撃
砲
陣
地
の
破
壊
を
依
頼
し
た
が
梨
の
つ
ぶ
て

で
、
い
っ
こ
う
に
音
さ
た
が
無
い
。
こ
の
日
は
皆
、
山
頂
で
一

夜
を
明
か
し
た
。

無
線
で
連
隊
本
部
に
連
絡
し
て
み
る
と
、
腹
背
に
我
が
軍
の

攻
撃
を
受
け
た
湯
恩
伯
主
力
は
退
却
し
た
。
敵
の
万
以
上
の
大

軍
は
、
我
が
軍
の
包
囲
網
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
伏
牛
山
脈
に
向

か
っ
て
退
却
し
た
。

五
月
一
日
、
我
が
天
野
大
隊
は
嵩
山
中
岳
■
を
攻
撃
中
、

敵
、
新
編
第
三
十
五
師
お
よ
び
第
百
三
師
の
司
令
部
指
揮
中
枢

に
、
馬
を
使
わ
ず
隠
密
で
深
く
進
入
、
敵
第
十
三
軍
の
洛
陽
へ

の
合
流
を
阻
止
し
、
野
戦
重
砲
兵
第
六
連
隊
と
我
が
大
隊
は
、

敵
の
中
岳
■
嵩
山
を
楯
に
ト
ー
チ
カ
を
攻
撃
し
浮
足
立
っ
て
い

た
。湯

恩
伯
主
力
の
退
却
を
見
て
と
っ
た
我
が
天
野
大
隊
長
は
、

「
時
は
今
だ
！
」
と
突
撃
の
命
令
を
下
し
た
。「
ウ
ワ
ァ
ー
！
」

と
将
兵
は
一
気
に
黄
蓋
峰
か
ら
中
岳
■
の
境
内
に
突
っ
込
ん

だ
。
ま
さ
に
「
ひ
よ
ど
り
越
え
」
の
逆
さ
落
と
し
で
あ
る
。

我
々
は
黄
蓋
峰
か
ら
中
岳
■
の
山
門
ま
で
着
剣
し
て
、
ま
っ
し

ぐ
ら
、
怒
と
う
の
進
撃
、
と
い
う
よ
り
突
撃
で
あ
る
。
逃
げ
遅

れ
て
捕
虜
に
し
た
者
、
草
む
ら
に
身
を
伏
せ
て
い
た
者
も
か
な

り
い
た
。
つ
い
に
中
岳
■
の
陥
落
で
あ
る
。

そ
の
時
、
山
門
の
楼
上
か
ら
「
笛
」
と
「
笙
」
の
音
が
聞
こ

え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
今
で
も
私
の
耳
の
奥
深
く
残
っ
て
い

る
。

「
一
の
谷
の
平
家
落
城
」
を
思
わ
せ
た
。
こ
れ
は
道
士
封
禅
の

「
雅
楽
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
岳
■
な
ら
び
に
少
林
寺

の
攻
撃
に
際
し
て
、
方
面
軍
司
令
部
よ
り
「
文
化
財
の
保
護
」

を
命
令
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
配
慮
に
努
め
、
中
側
要
人
な

ら
び
に
寺
側
か
ら
感
謝
の
意
が
よ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



中
岳
■
の
戦
い
は
五
月
四
、
五
日
の
二
日
間
で
攻
略
し
た
。

天
野
大
隊
は
そ
の
ま
ま
登
封
に
向
か
っ
て
前
進
し
た
。
大
隊

は
、
二
、
三
日
、
登
封
付
近
で
過
ご
し
た
。
部
隊
は
部
落
に
入

る
と
す
ぐ
宿
舎
の
準
備
に
か
か
っ
た
。
野
砲
第
六
連
隊
は
、
約

一
時
間
遅
れ
て
部
落
に
入
っ
て
来
た
。
普
通
な
ら
天
野
大
隊
は

野
重
の
指
揮
下
（
村
上
部
隊
）
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
先
に
着

い
て
も
野
重
の
到
着
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
天

野
大
隊
長
は
勝
手
に
宿
営
を
命
じ
、
野
重
が
到
着
し
て
も
知
ら

ん
顔
を
し
て
い
た
。
兵
隊
は
お
陰
で
喜
ん
だ
。
休
む
の
は
早
い

ほ
ど
良
い
。

宿
営
準
備
が
完
全
に
終
わ
っ
た
頃
、
野
重
の
曹
長
が
馬
に

乗
っ
て
第
三
大
隊
（
天
野
隊
）
の
前
に
来
た
。「
天
野
大
隊
は

な
ぜ
連
隊
本
部
よ
り
先
に
宿
営
し
た
。
な
ぜ
連
隊
本
部
の
指
示

に
従
わ
な
い
」
と
下
士
官
を
つ
か
ま
え
て
盛
ん
に
文
句
を
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
天
野
大
隊
長
は
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま

曹
長
の
前
に
出
る
と
「
兵
は
疲
れ
て
い
る
、
十
分
で
も
二
十
分

で
も
早
く
休
ま
せ
ね
ば
次
の
戦
闘
が
出
来
ぬ
。
い
つ
来
る
か
分

か
ら
な
い
連
隊
本
部
な
ど
待
っ
て
お
れ
ん
」
と
一
喝
し
た
。
曹

長
は
一
言
の
文
句
も
言
え
ず
不
満
そ
う
な
顔
を
し
て
帰
っ
た

が
、
第
三
大
隊
は
そ
の
翌
日
か
ら
野
重
の
配
属
を
解
か
れ
、
古

巣
の
第
百
十
連
隊
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
、

第
二
大
隊
は
こ
こ
で
師
団
の
直
轄
と
な
り
、
騎
兵
第
四
旅
団

（
帝
国
陸
軍
最
後
の
騎
兵
と
言
わ
れ
た
）
に
配
属
さ
れ
た
。

野
重
の
配
属
を
解
か
れ
た
天
野
大
隊
は
、
五
月
十
一
日
に
呂

店
に
到
着
、
戦
車
第
三
師
団
の
配
属
と
な
り
、
洛
召
公
路
を
ひ

た
す
ら
に
洛
陽
へ
洛
陽
へ
と
急
い
だ
。
我
々
は
広
い
河
南
の
平

野
を
、
火
野
葦
平
の
『
麦
と
兵
隊
』
の
歌
「
行
け
ど
進
め
ど
麦

ま
た
麦
」
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
行
軍
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
我
々
将
兵
は
、
洛
陽
攻
撃
を
行
う
た
め
前
進
（
行

軍
）
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
何
日
か
の
長
い
行
軍
の
後
、

第
三
大
隊
（
天
野
隊
）
は
、
洛
陽
南
方
数
キ
ロ
の
地
点
に
着
い

た
。
遠
く
か
ら
眺
め
る
洛
陽
は
、
大
き
な
樹
木
に
覆
わ
れ
る
林

の
中
に
町
が
あ
る
ご
と
く
思
わ
れ
た
。
町
並
み
も
古
く
、
中
国

特
有
の
城
壁
は
な
く
、
そ
の
か
わ
り
深
い
濠
で
周
囲
が
包
ま
れ

て
い
る
静
か
な
町
で
、
と
て
も
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
ぬ
静
け
さ
で
あ
る
。
霧
に
覆
わ
れ
た
洛
陽
の
町
を
右
に

眺
め
な
が
ら
、
洛
陽
に
は
突
入
せ
ず
、
軍
の
命
令
が
変
更
に



な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
我
が
部
隊
は
洛
河
を
渡
り
、
対
岸
の
部

落
で
宿
営
し
た
の
は
五
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。

五
月
十
三
日
朝
、
部
隊
は
隊
列
を
整
え
西
へ
向
か
っ
て
出
発

し
た
。「
今
日
は
戦
車
と
一
緒
だ
か
ら
敵
に
遭
っ
て
も
楽
だ
」

天
野
大
隊
長
の
言
葉
通
り
、
部
隊
の
後
方
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
十
数

台
を
交
え
た
戦
車
が
四
、
五
十
台
や
っ
て
来
た
。
給
油
車
・
弾

薬
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
を
交
え
た
団
列
は
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

は
続
く
。
ち
な
み
に
戦
車
一
個
師
団
の
戦
力
は
二
十
ト
ン
車
約

二
百
車
両
分
で
あ
る
。
戦
車
は
全
部
え
ん
蓋
を
開
け
、
戦
車
兵

が
上
半
身
を
出
し
、
砂
塵
を
上
げ
な
が
ら
進
ん
で
行
く
姿
は
勇

ま
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
車
隊
と
の
行
軍
は
こ
の

一
日
限
り
で
、
翌
日
は
盧
店
―
水
砦
―
南
営
―
尋
村
と
、
洛
河
の

鉄
舟
橋
を
渡
河
し
た
。

連
隊
本
部
第
一
大
隊
と
共
に
洛
潼
公
路
を
前
進
す
る
予
定
で

あ
っ
た
我
が
第
三
大
隊
（
天
野
隊
）
は
「
尋
村
の
西
か
ら
賈
園

に
向
か
っ
て
進
べ
し
」
と
い
う
命
令
を
受
け
、
単
独
で
公
路
の

北
の
山
中
の
行
軍
に
移
っ
た
。

こ
の
日
、
戦
車
を
攻
撃
す
る
目
的
で
、
敵
戦
闘
機
Ｐ4

0

四
機

と
Ｂ24

爆
撃
機
が
数
機
、
低
空
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
機
銃
掃
射

を
加
え
て
来
た
。
う
ち
一
機
を
機
関
銃
を
含
む
一
斉
射
撃
で
撃

墜
し
た
の
を
聞
い
た
。
ス
ピ
ー
ド
に
も
よ
る
が
、
低
空
飛
行
の

襲
撃
に
対
し
て
機
銃
攻
撃
は
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
こ
か
ら
西
安
に
通
じ
る
道
は
二
本
あ
る
。
天
野
隊
は
相
変

わ
ら
ず
山
の
中
を
行
軍
し
て
い
た
が
、
段
村
の
背
後
の
山
あ
た

り
か
ら
地
形
が
変
わ
っ
て
き
た
。
朝
か
ら
続
く
シ
ョ
ボ
降
り
雨

で
、
将
兵
は
冗
談
を
言
う
元
気
も
無
く
、
黙
々
と
行
軍
を
続
け

る
。こ

の
あ
た
り
は
全
部
黄
土
で
粒
子
が
非
常
に
細
か
く
、
ヌ
ル

ヌ
ル
で
あ
る
。
坂
道
で
は
軍
靴
の
紐
が
切
れ
て
大
変
な
こ
と
に

な
っ
た
。
私
は
背
の
う
か
ら
シ
ャ
ツ
を
取
り
出
し
足
に
巻
い
て

歩
い
た
。
大
変
な
の
は
馬
で
あ
る
。
大
隊
砲
を
引
っ
張
っ
た

り
、
数
人
で
車
輪
を
回
し
た
り
、
ま
た
、
後
ろ
か
ら
押
し
た
り

し
て
前
進
し
た
。

こ
の
日
も
朝
か
ら
何
回
も
小
休
止
が
あ
っ
た
が
、
人
家
も
な

く
雨
の
中
で
、
下
は
ぬ
か
っ
て
腰
を
下
ろ
す
所
も
な
い
。
背
の

う
を
背
負
っ
た
ま
ま
立
っ
て
い
た
の
で
疲
労
は
増
す
ば
か
り
で

あ
る
。
皆
、
草
の
生
え
て
い
る
所
や
石
や
木
切
れ
な
ど
泥
の
つ

か
な
い
所
を
探
し
て
腰
を
下
ろ
し
た
が
、
し
ま
い
に
は
や
け
く



そ
で
小
休
止
の
声
を
聞
く
と
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ロ
リ
と
横
に
な
っ

て
休
ん
だ
。
雨
は
容
赦
な
く
降
り
続
く
。
五
月
中
旬
が
過
ぎ
た

と
い
う
の
に
雨
は
冷
た
く
重
い
。
気
温
は
三
月
上
旬
並
み
の

四
、
五
度
ま
で
下
が
っ
た
。
雨
は
豪
雨
と
な
り
、
降
雨
量
は
一

二
〇
ミ
リ
に
達
し
洛
河
は
は
ん
ら
ん
し
た
。
飢
餓
と
寒
さ
が
こ

も
ご
も
来
た
り
、
兵
は
疲
労
困
ぱ
い
の
極
に
達
し
、
ど
の
戦
友

も
唇
が
紫
色
に
朽
ち
果
て
て
生
気
を
失
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

『
討
匪
行
』
の
歌
詞
通
り
で
あ
る
。

「
ど
こ
ま
で
続
く
ぬ
か
る
み
ぞ
　
三
日
二
夜
を
食
も
な
く

雨
降
り
し
ぶ
く
鉄
か
ぶ
と
…

既
に
煙
草
は
な
く
な
り
ぬ
　
頼
む
マ
ッ
チ
も
ぬ
れ
は
て
ぬ

飢
え
せ
ま
る
夜
の
寒
さ
か
な
」

天
野
大
隊
長
も
早
く
兵
を
休
ま
せ
る
た
め
部
落
を
探
し
た

が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
部
落
は
無
い
。
雨
の
中
で
は
露
営
も

で
き
ず
、
つ
い
に
一
日
中
歩
き
続
け
た
。
や
っ
と
民
家
が
ま
ば

ら
に
あ
る
所
を
見
付
け
た
。
一
時
は
雷
鳴
を
と
も
な
う
豪
雨
と

な
り
、
雨
で
無
線
は
通
じ
な
く
な
り
、
天
野
大
隊
は
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
た
。

豪
雨
の
中
、
人
馬
濡
れ
果
て
、
泥
寧
膝
を
沈
す
る
難
行
、
兵

は
黙
し
て
語
ら
ず
。
や
っ
と
目
的
地
賈
園
の
部
落
を
探
し
当
て

る
。
賈
園
は
谷
底
の
部
落
で
、
洞
窟
の
中
で
家
具
を
壊
し
暖
を

と
り
服
を
乾
か
す
。
日
は
だ
ん
だ
ん
と
暮
れ
て
ゆ
く
。
左
側
段

村
付
近
で
は
激
し
い
砲
声
と
重
機
関
銃
の
音
が
聞
こ
え
る
。
台

上
に
天
野
大
隊
長
は
天
幕
を
張
り
、
連
隊
本
部
と
の
無
線
交
信

を
し
た
が
、
雨
で
連
絡
が
と
れ
ず
、
段
村
方
面
の
銃
声
は
ま
す

ま
す
激
し
く
、
大
隊
長
は
連
隊
本
部
の
救
援
に
向
か
う
。
佐
藤

副
官
は
直
ち
に
兵
を
整
え
、
出
動
態
勢
を
と
れ
と
命
令
し
た

が
、
兵
隊
全
員
が
素
裸
で
ど
う
に
も
な
ら
ず
。
天
野
大
隊
長
が

上
州
弁
で
「
俺
っ
ち
が
行
く
」
と
言
っ
て
大
隊
本
部
指
揮
班
の

み
を
連
れ
て
南
へ
向
け
て
出
発
し
た
が
、
真
っ
暗
の
夜
道
で
道

が
分
か
ら
ず
、
し
ば
ら
く
し
て
引
き
返
し
て
来
た
。

五
月
十
五
日
早
朝
、
雨
の
上
が
っ
た
賈
園
で
隊
列
を
整
え
、

段
村
の
東
北
方
高
地
竜
王
■
に
進
出
し
た
。
第
百
十
連
隊
史
上

最
大
の
「
悲
劇
の
戦
闘
」
と
な
っ
た
段
村
へ
、
連
隊
本
部
と
第

一
大
隊
、
そ
れ
に
戦
車
第
三
師
団
が
洛
潼
公
路
西
進
、
段
村
の

正
面
に
迫
っ
た
。
雨
中
行
進
は
大
変
疲
れ
る
。
黄
土
の
ぬ
か
る

み
に
軍
靴
が
し
っ
か
り
食
い
付
い
て
離
れ
な
い
。
一
緒
に
行
軍



し
て
い
た
戦
車
で
さ
え
も
無
限
軌
道
は
ぬ
か
つ
い
て
、
つ
い
に

立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
。
雨
に
う
た
れ
て
黙
々
と
歩
く
将
兵

達
の
目
に
白
草
波
の
部
落
が
う
つ
っ
て
来
た
。

「
お
お
！
　
着
い
た
ぞ
」

。
や
っ
と
着
い
た
か
、
兵
の
顔
は

血
色
を
失
い
、
唇
は
紫
色
に
朽
ち
人
相
が
変
わ
っ
て
い
た
が
、

ほ
ほ
笑
み
が
よ
み
が
え
り
、
自
然
と
足
並
み
も
早
く
な
る
。
そ

の
時
、
白
草
波
の
部
落
か
ら
「
弾
」
の
雨
が
降
り
だ
し
た
の
で

あ
る
。
尖
兵
中
隊
と
な
っ
て
い
た
第
一
中
隊
の
河
原
太
郎
兵
長

が
「
敵
だ
あ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
泥
沼
の
中
に
身
を
投
げ
出
し

た
。
軍
服
も
顔
も
泥
に
ま
み
れ
た
河
原
兵
長
は
部
下
を
掌
握
し

よ
う
と
、
あ
た
り
を
見
回
し
た
が
、
ま
る
で
、
田
ん
ぼ
に
潜
っ

た
ド
ジ
ョ
ウ
の
よ
う
に
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

敵
の
攻
撃
は
激
し
く
な
る
ば
か
り
、
潮
大
隊
長
も
白
草
波
へ

の
突
入
を
あ
き
ら
め
段
村
へ
部
隊
を
迂
回
さ
せ
た
。
段
村
に

は
、
第
一
戦
区
長
官
■
鼎
文
と
陳
誠
が
洛
陽
の
救
援
に
来
て
い

た
。
前
面
の
敵
は
覇
王
城
突
破
の
時
、
前
方
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
第
三
十
一
集
団
第
十
三
軍
隷
下
敵
第
百
十
師
の
精
鋭
で
あ
っ

た
。
そ
の
兵
力
は
約
一
万
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

五
月
九
日
、
第
一
軍
の
隴
海
線
遮
断
の
霊
宝
作
戦
に
続
い

て
、
五
月
十
日
の
第
三
十
七
師
団
の
伊
陽
嵩
県
、
第
六
十
二
師

団
の
伊
河
河
峪
洛
河
左
岸
の
進
出
に
対
し
て
洛
陽
会
戦
を
予
期

し
て
い
た
。
第
一
戦
区
■
鼎
文
長
官
は
こ
の
よ
う
撃
作
戦
を
察

知
し
総
退
却
を
命
じ
、
宜
陽
、
段
村
に
堅
固
な
陣
地
を
構
築

し
、
後
衛
尖
兵
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
銃

眼
を
作
り
、
銃
座
の
兵
は
鎖
で
足
を
縛
り
決
死
隊
と
し
た
。
そ

し
て
、
我
が
軍
を
待
ち
構
え
、
ド
イ
ツ
式
マ
キ
シ
ム
水
冷
重
機

関
銃
が
十
字
砲
火
を
浴
び
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
飢
え
と
寒
さ

の
強
行
軍
の
た
め
兵
は
疲
労
困
ぱ
い
の
極
に
達
し
、
戦
闘
の
気

力
を
失
い
、
泥
田
の
中
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
倒
れ
る
者
三

十
数
人
に
達
し
た
。

第
一
大
隊
の
潮
大
隊
長
は
、
第
一
中
隊
に
敵
の
正
面
を
突
く

よ
う
命
じ
た
。
援
護
は
重
機
一
機
と
大
隊
砲
一
門
だ
け
で
あ
っ

た
。
第
一
中
隊
長
吉
岡
中
尉
は
す
で
に
死
を
覚
悟
し
、
悲
壮
な

訓
示
を
部
下
に
与
え
、
敵
の
正
面
に
部
下
を
散
開
さ
せ
、
ぬ
か

る
み
の
中
を
ジ
リ
ジ
リ
と
将
兵
は
前
進
を
始
め
た
。
敵
の
攻
撃

は
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
て
き
た
。
敵
の
迫
撃
砲
弾
は
泥
田
の

中
で
は
突
き
さ
さ
っ
た
ま
ま
爆
発
せ
ず
、
全
く
役
に
た
た
な

か
っ
た
。



第
一
中
隊
は
、
一
メ
ー
ト
ル
、
二
メ
ー
ト
ル
と
匍
匐
し
た
ま

ま
外
側
の
戦
車
壕
あ
た
り
ま
で
前
進
す
る
と
、
ア
ン
ペ
ラ
で
隠

し
て
あ
っ
た
敵
の
重
機
が
一
斉
に
火
を
吹
き
出
し
た
。
最
後
の

手
段
、「
突
っ
込
め
！
」
と
吉
岡
中
尉
の
白
刃
が
光
っ
た
。
将

兵
は
一
斉
に
立
ち
上
が
る
が
腰
ま
で
埋
ま
っ
た
泥
沼
で
は
や
っ

と
前
へ
進
む
だ
け
、
吉
岡
中
尉
、
佐
藤
准
尉
、
石
井
兵
長
も
続

い
た
が
、
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
。

第
一
大
隊
は
段
村
の
攻
撃
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
一
応
兵

を
下
げ
、
第
三
大
隊
の
北
部
高
地
か
ら
の
救
援
を
待
っ
た
。
潮

大
隊
長
は
歯
ぎ
し
り
を
し
て
泣
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
第
一
中

隊
は
後
ろ
に
下
げ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
第
四
中
隊
が
正
面
に
な
っ

た
と
い
う
。

我
が
第
三
大
隊
は
、
早
朝
、
連
隊
本
部
の
命
に
よ
り
段
村
東

北
方
の
竜
王
■
の
高
地
を
確
保
し
た
時
を
待
っ
て
い
た
、
と
ば

か
り
西
方
白
草
波
の
敵
陣
地
か
ら
機
関
砲
の
攻
撃
を
受
け
た
。

ま
さ
か
敵
が
機
関
砲
を
持
っ
て
い
る
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
戦

車
第
三
師
団
の
戦
車
砲
の
誤
射
と
思
い
発
煙
筒
の
信
号
弾
を
撃

ち
上
げ
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
敵
の
迫
撃
砲
が
、
雨
あ
ら
れ
の
ご

と
く
落
下
し
だ
し
た
。
大
変
な
事
態
で
あ
る
。
す
ぐ
に
台
上
に

重
機
、
大
隊
砲
を
並
べ
て
応
戦
し
よ
う
と
し
た
が
、
連
日
の
雨

で
、
大
隊
砲
の
弾
を
込
め
て
も
、
火
薬
が
湿
り
使
い
も
の
に
な

ら
な
い
。
竜
王
■
の
高
地
を
占
領
し
た
我
に
有
利
な
態
勢
に
あ

る
時
、
敵
の
迫
撃
砲
が
炸
裂
し
、
大
隊
副
官
佐
藤
少
尉
以
下
十

人
ほ
ど
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

白
草
波
の
敵
を
排
除
し
、
第
三
大
隊
の
尖
兵
は
段
村
北
西
方

の
背
後
の
山
に
と
り
つ
い
た
。
足
下
に
第
一
大
隊
を
悩
ま
し
て

い
る
敵
陣
を
臨
み
な
が
ら
戦
列
を
整
え
て
い
る
と
、
突
然
敵
は

機
関
砲
を
撃
ち
込
ん
で
き
た
。「
ダ
ン
！
　
ダ
ン
！
　
ダ
ン
！
」

と
、
け
た
た
ま
し
い
音
と
共
に
真
っ
赤
な
曳
光
弾
が
無
数
に
尾

を
引
い
て
機
関
銃
と
迫
撃
砲
が
う
な
る
。
河
南
の
朝
は
修
羅
場

と
化
し
た
。
双
眼
鏡
で
敵
の
動
静
を
見
て
い
た
天
野
大
隊
長
は

「
中
野
中
尉
は
お
ら
ん
か
！
」
と
ど
な
っ
た
。

第
九
中
隊
長
中
野
良
戒
が
す
ぐ
駆
け
つ
け
る
。「
お
お
中

野
！
　
だ
れ
で
も
よ
い
か
ら
兵
二
、
三
人
を
連
れ
て
あ
の
山
を

確
保
し
ろ
」
と
早
口
で
命
令
す
る
。
後
に
第
九
中
隊
の
石
原
上

等
兵
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
も
し
、
あ
の
山
を
占
領

さ
れ
て
い
た
ら
、
段
村
の
第
一
大
隊
も
、
白
草
波
の
第
三
大
隊

も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
戦
局
の
行
方
も
不
明
で
あ
っ
た
。
敵
に



と
っ
て
も
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
の
に
占
領
し
な
か
っ
た
の

は
、
敵
に
余
裕
が
な
く
、
逃
げ
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
敵
は
分
■
す
ら
置
い
て
い
な
か
っ
た
。
第

三
大
隊
が
見
守
る
中
を
中
野
中
尉
が
兵
三
、
四
人
を
連
れ
て
先

を
争
う
よ
う
に
登
っ
て
行
く
。
こ
の
う
ち
に
も
稜
線
で
対
峙
し

て
い
る
将
兵
の
中
に
は
敵
弾
に
倒
れ
る
者
が
数
を
増
し
た
。

同
時
期
、
連
隊
通
信
中
隊
の
下
士
官
以
下
五
人
全
員
が
泥
に

ま
み
れ
第
三
大
隊
本
部
に
電
話
架
設
を
行
う
。
後
に
黒
須
連
隊

長
よ
り
、
天
野
大
隊
長
に
対
し
て
直
ち
に
一
個
中
隊
を
連
隊
本

部
に
差
し
出
し
軍
旗
を
守
護
す
べ
し
と
の
命
令
を
受
け
、
第
十

一
中
隊
（
矢
吹
中
隊
）
に
軍
旗
守
護
を
命
じ
、
連
隊
本
部
に
急

行
さ
せ
た
。

そ
の
頃
、
第
一
大
隊
も
攻
撃
を
開
始
し
て
い
た
。
第
四
中
隊

の
衣
川
隊
が
正
面
に
な
り
、
同
隊
の
第
三
小
隊
長
代
理
有
元
曹

長
も
部
下
を
集
め
「
よ
い
か
、
我
々
は
決
死
隊
だ
、
見
苦
し
い

死
に
方
は
す
る
な
」
と
訓
示
し
、
と
っ
て
お
き
の
羊
羮
を
一
切

れ
ず
つ
配
っ
て
別
れ
を
告
げ
た
。
こ
の
日
も
、
昨
日
同
様
に
熾

烈
な
戦
闘
だ
っ
た
が
、
敵
の
背
後
に
我
が
第
三
大
隊
か
ら
攻
撃

を
受
け
、
腹
背
に
敵
を
受
け
て
い
た
た
め
戦
局
は
徐
々
に
変
化

し
は
じ
め
た
。

「
死
を
覚
悟
し
た
兵
隊
ほ
ど
強
い
も
の
は
な
い
」

。
昨
日
不

覚
を
と
っ
た
敵
の
銃
眼
は
今
日
の
一
番
の
攻
撃
目
標
と
な
っ

た
。
冷
静
に
敵
の
動
き
が
よ
く
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

支
援
の
野
戦
重
砲
兵
第
三
大
隊
の
十
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
が
一

斉
に
火
を
ふ
い
た
。
黒
煙
も
う
も
う
と
し
て
段
村
を
蓋
う
。
雨

に
ぬ
か
っ
て
進
撃
が
遅
れ
て
い
た
戦
車
隊
が
到
着
し
、
歩
・

砲
・
戦
車
の
連
携
で
、
十
五
時
砲
撃
を
再
開
、
敵
の
銃
眼
攻
撃

を
行
う
。
段
村
の
敵
も
洛
寧
方
面
に
向
か
っ
て
退
去
を
始
め

た
。
背
後
の
山
に
い
た
第
三
大
隊
が
機
銃
で
掃
射
す
る
。
敵
の

後
衛
尖
兵
、
段
村
の
堅
陣
も
つ
い
に
陥
落
し
た
。
敵
第
一
戦
区

長
官
■
鼎
文
は
狭
撃
包
囲
撃
滅
作
戦
を
察
知
し
、
総
退
却
を
命

じ
た
。

か
く
て
、
黒
須
連
隊
長
・
潮
大
隊
長
・
天
野
第
三
大
隊
長
は

段
村
で
感
激
の
握
手
を
交
わ
し
た
が
、
友
軍
の
損
害
が
あ
ま
り

に
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
黒
須
連
隊
長
は
林
師
団
長
に
戦
況
を

報
告
し
た
ら
す
ぐ
に
返
事
が
来
た
。

「
少
し
く
ら
い
の
損
害
で
く
よ
く
よ
す
る
な
。
退
却
し
敵
を



追
っ
て
長
水
鎮
の
隘
路
口
に
捕
捉
せ
ん
滅
の
た
め
進
撃
す
べ

し
」
と
。
軍
の
命
令
は
無
情
、
苛
酷
で
あ
っ
た
。
将
兵
は
休
む

間
も
な
く
進
撃
の
た
め
段
村
を
出
発
し
た
。

五
月
十
七
日
出
発
、
第
三
大
隊
畑
指
揮
班
長
は
敵
の
歩
■
ら

し
き
者
を
発
見
、
天
野
大
隊
長
に
「
敵
発
見
」
を
報
告
す
。
十

四
時
頃
、
第
三
大
隊
本
部
正
面
に
大
部
隊
の
敵
影
を
発
見
す
る

と
、
発
砲
し
て
く
る
様
子
も
な
く
相
対
峙
す
。
各
中
隊
に
至
急

本
部
の
位
置
に
集
結
す
る
よ
う
無
線
で
連
絡
す
る
も
、
各
中
隊

と
も
正
面
の
多
数
の
敵
と
交
戦
中
で
、
こ
れ
を
放
置
し
て
本
部

位
置
に
集
結
は
不
可
能
で
、
今
し
ば
ら
く
集
結
を
待
つ
よ
う
要

請
あ
り
。

天
野
大
隊
長
は
、
本
部
正
面
の
敵
発
砲
な
き
は
、
敵
に
戦
意

な
く
、
降
伏
の
機
を
う
か
が
っ
て
い
る
も
の
と
察
知
し
、
密
偵

お
よ
び
通
訳
一
人
を
軍
使
と
し
て
派
遣
し
「
一
時
間
後
に
降
伏

す
る
よ
う
」
申
し
入
れ
る
。
十
五
時
に
至
る
も
降
伏
の
様
子
も

な
く
、
天
野
大
隊
長
は
大
隊
本
部
の
突
撃
を
決
意
し
、
突
撃
命

令
を
下
す
。
本
部
指
揮
班
長
は
、
本
部
伝
令
全
員
を
指
揮
し
、

天
野
大
隊
長
と
共
に
突
撃
を
敢
行
す
。

突
然
、
第
九
中
隊
（
中
野
隊
）
か
ら
伝
令
が
来
て
、
敵
の
一

個
連
隊
を
捕
虜
に
し
て
い
る
か
ら
、
大
隊
本
部
に
す
ぐ
来
て
く

れ
と
の
こ
と
で
、
大
隊
長
が
急
行
し
て
み
る
と
、
敵
は
大
休
止

を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
敵
の
降
伏
す
る
者
も
多
く
、

護
送
中
に
逃
げ
た
者
も
お
り
、
第
三
大
隊
で
は
司
令
官
を
は
じ

め
約
千
人
の
捕
虜
を
得
た
。

軍
は
五
月
二
十
四
日
十
三
時
、
攻
撃
を
開
始
し
、
こ
の
日
の

朝
、
投
降
勧
告
文
を
空
中
投
下
し
、
放
送
を
使
用
し
回
答
を
求

め
た
が
そ
の
回
答
は
な
か
っ
た
。

軍
司
令
官
内
山
中
将
は
、
そ
の
勧
告
文
の
中
に
「
洛
陽
に
あ

る
重
慶
軍
は
無
益
な
抵
抗
を
や
め
、
特
に
そ
の
史
蹟
を
戦
火
よ

り
救
う
べ
く
」
と
例
証
を
あ
げ
て
説
い
た
の
で
あ
る
。

二
十
五
日
八
時
三
十
分
、
つ
い
に
洛
陽
を
完
全
に
占
領
攻
略

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
部
隊
は
長
水
鎮
か
ら
さ
ら
に
西
、
西
安
方
面
に
向

か
っ
て
進
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
山
ま
た
山
の
行
軍
が
続
い

た
。
二
、
三
日
過
ぎ
た
頃
、
我
が
部
隊
の
黒
須
連
隊
長
は
、
連

隊
全
員
を
集
合
さ
せ
隊
列
を
整
え
訓
示
を
行
っ
た
。「
河
南
作

戦
は
終
了
し
た
。
こ
の
度
の
第
百
十
連
隊
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍



に
対
し
て
か
し
こ
く
も
大
元
帥
陛
下
か
ら
ご
嘉
賞
を
い
た
だ
い

た
」

。
将
兵
は
感
激
に
ひ
た
っ
た
。

思
え
ば
覇
王
城
を
突
破
以
来
す
で
に
三
ヵ
月
を
経
過
し
、
多

く
の
戦
友
を
失
っ
た
河
南
作
戦
は
つ
い
に
終
わ
っ
た
の
だ
。
ご

嘉
賞
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
将
兵
達
は
生
き
残
っ
た
と
い
う
喜

び
も
ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

晋
察
冀
辺
区
作
戦
記
　 愛

知
県
　
小
澤
准
平
　 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
八
月
八
日
、
駐
蒙
軍
下
第
二
十

六
師
団
管
下
歩
兵
第
十
二
連
隊
に
て
、
一
期
教
育
を
終
了
し
、

第
一
年
度
下
士
官
候
補
教
育
隊
と
し
て
連
隊
本
部
通
信
所
で
教

育
勤
務
を
し
て
い
た
時
、
方
面
軍
作
戦
と
し
て
晋
察
冀
辺
区
共

産
軍
の
徹
底
撲
滅
を
期
し
た
作
戦
命
令
が
我
が
中
隊
に
伝
達
さ

れ
る
。
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
勇
躍
し
て
待
機
し
た
。
出
動
は

十
日
未
明
と
い
う
。
出
発
に
先
立
ち
弾
薬
一
人
一
二
〇
発
、
米

三
日
分
、
乾
パ
ン
二
日
分
、
若
干
の
着
替
え
の
衣
料
、
靴
下
な

ど
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
に
靴
の
悪
い
程
度
を
検
了
し
、
準
備
万

端
終
え
て
出
発
を
待
つ
。

蒙
古
の
夏
は
ま
た
ひ
と
し
お
厳
し
い
。
出
動
の
十
日
は
明
け

の
三
時
、
戦
友
の
田
口
、
鈴
木
と
飯
上
げ
に
行
く
。
電
信
所
は

例
に
よ
り
別
分
配
で
、
三
人
で
持
ち
帰
り
、
電
信
所
員
十
八
人

で
最
後
の
連
隊
内
の
食
事
を
す
る
。
返
納
す
る
バ
ッ
ク
を
若
干

の
居
残
り
者
に
依
頼
す
。
五
時
過
ぎ
、
戦
友
の
待
つ
中
隊
に
急

ぐ
。
野
田
班
長
が
も
う
、
あ
の
ひ
げ
、
頭
髪
を
落
し
て
清
々
と

し
て
立
っ
て
い
る
。
土
屋
兵
長
の
引
率
で
野
田
班
長
に
敬
礼

す
。
中
隊
兵
舎
で
は
、
は
や
く
も
当
指
揮
官
大
西
健
吾
中
尉
が

軍
装
に
身
を
固
め
て
佐
藤
修
准
尉
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

通
信
隊
長
は
本
作
戦
間
は
連
隊
副
官
と
し
て
軍
の
指
揮
に
当

た
る
た
め
、
大
西
中
尉
が
代
理
通
信
隊
長
に
な
る
。
駄
馬
隊
は

二
日
前
出
発
し
た
の
で
今
日
は
自
動
車
で
目
的
地
ま
で
行
く
。

工
程
は
一
日
、
本
部
前
に
は
す
で
に
山
下
部
隊
の
自
動
車
（
ト

ラ
ッ
ク
）
が
幾
十
台
か
列
ん
で
い
る
。

五
号
機
四
個
、
師
団
通
信
一
個
分
隊
と
指
揮
班
、
技
術
員
と

総
員
約
一
〇
〇
人
、
通
信
隊
総
出
陣
で
あ
る
。
や
が
て
整
列
を

終
え
、
五
分
前
に
中
隊
長
代
理
大
西
中
尉
よ
り
、「
当
作
戦
中




